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論文内容の要旨

【目的】

我々は腹腔内に著明な脂肪蓄積をきたす内臓指肪蓄積型肥満が，皮下に優位に脂肪が蓄積する皮下脂肪

蓄積型肥満に比べ，糖・指質代謝異常を高率に合併する事を明らかにしてきた。しかし，内臓指肪蓄積を

きたす機序については，必ずしも明らかとなっていない。 本研究は，肥満において高蕪糖食が内臓脂肪

蓄積に与える影響を検討するとともに，内臓脂肪蓄積と糖代謝・脂質代謝異常との関連性を明らかにせん

とするものであるo

【方法】

9 週齢の Sprague-Daw1 ey雌性ラットの視床下部腹内側核 (V乱但)を電気的に破壊し，実験肥満ラッ

ト (VMH ラット)を作製した。 VMHラットと VMH非破壊ラット(対照ラット)それぞれを 2 群に分け，

等カロリーの普通食および、高蕉糖食を与えた。高蕉糖食は，普通食と蕉糖を 1: 1 (cal/cal) の割合で

混合し作製した。 8 週間飼育後， 17時間絶食させた後，腹部大動脈より採血，血糖値・血奨中性脂肪値

・血奨インスリン値を測定した。また同時に，腹部皮下脂肪および内臓脂肪として腸間膜脂肪を採取した。

腸間膜脂肪重量を腹部皮下脂肪重量で除した値山VS比)を内臓脂肪蓄積の指標とした。 脂肪細胞容積

は， frozen cut 法にて測定した。

【成績】

M/S 比は，高蕪糖VMH群1.94::t 0.71 ，高蕉糖対照群 L63 ::t 0.28 であり，それぞれ普通食VMH群

1.30 ::t0.31 ，普通食対照群1.27 ::t 0.33 に比し有意に高く， VMHおよび対照ラット両群で，高蕉糖食は，

M/S比を増加させた。腸間膜脂肪細胞容積は，高蕉糖VMH群1.17 ::t 0.26 nl , 高薦糖対照群 0.24 ::t
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0.10 nl であり，それぞれ普通食VMH群 0.74 :1: 0.27 nl ，普通食対照群 0.14 :1: 0.07 nl K比し高熊糖食

投与群で有意に増加していたが，腸間膜脂肪細胞数は，高熊糖食投与iとても変化を認めなかった。空腹時

中性脂肪値は，高蕉糖VMH群 129士41 mg/dl ，高熊糖対照群 96士52 mg/dl であり，普通食VMH

群 92 :1: 50 mg/dl ，普通食対照群 44:1:28mg/dl ~(対し高熊糖食投与群で有意に高値を示した。 空腹

時血糖値は， VMH ラットにおいて高蕉糖食投与群で高い傾向を認めた。空腹時インスリン値は， VMH 

ラット群で対照ラット群に比し有意に高かったが，いずれの群においても高蕉糖食投与群と普通食投与群

との聞に有意な差を認めなかった。腸間膜脂肪細胞容積は，空腹時中性脂肪値と有意な相関( r=0.61 , 

P く 0.001 )を示した。乙の相関は， VMH群( r=0.49 , p く 0.05 )，対照群 (r=0.56 ， p く 0.05 ) に分

けて分析しても同様に認められた。腸間膜脂肪細胞容積は，空腹時血糖値とも， VMH群 (r=0.58 p く

0.05) ，対照群( r=0.50 , p く 0.05) ，全ラット群 (r=0.76 ， p く 0.001 )し、ずれにおいても有意な相関を

認めた。

【総括】

1. 高荒糖食は，腸間膜脂肪蓄積をもたらした。

2. 高熊糖食による腸間膜脂肪の増加は，脂肪細胞容積の増加によるものであふ脂肪細胞数には変化を

認めなかった。

3. 高熊糖食は， VMH ラットにおいて空腹時中性指肪値の有意な上昇および空腹時血糖値の上昇傾向を

も fこらし fこo

4. 腸間膜脂肪細胞容積と空腹時中性脂肪値ないし空腹時血糖値との聞に有意な相関を認め，腸間膜脂肪

細胞容積は糖代謝及び・脂質代謝異常発症に密接に関連していた。

以上，本研究は，高蕉糖食が内臓脂肪蓄積をきたす乙と，および乙の内臓脂肪蓄積が糖代謝・脂質代謝

異常発症と密接に関連する乙とを明らかにした。

論文審査の結果の要旨

本研究は，代謝疾患や循環器疾患を高率に合併する内臓脂肪蓄積型肥満の成因解明を目的とし，高蕉糖

食が内臓脂肪蓄積をきたす一因であり，その内臓脂肪蓄積は指肪細胞の肥大によってもたらされること，

及び内臓脂肪細胞平均容積と空腹時血糖値および血清中性脂肪値との間に密接な関連が認められることを

明らかにしたものである。内臓指肪蓄積の成因分析は，その予防や治療を可能にし，さらには内臓脂肪蓄

積型肥満に伴う糖および脂質代謝異常，高血圧症等の発症機序の解明に貢献するものであり，学位i乙値す

る研究と判断される。

-450-




